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福岡大学臨床心理センターにおけるインテーク面接実習の工夫と課題

－インテーク・ワーカーとしての関わりを通して－

福岡大学臨床心理センター

芦谷　湖乙音

Ⅰ　はじめに
2017（平成 29）年 9月 15日，公認心理師法が施

行され，その業務内容として①「心理に関する支援

を要する者の心理状態を観察し，その結果を分析す

ること」，②「心理に関する支援を要する者に対し，

その心理に関する相談に応じ，助言，指導，その他

の援助を行うこと」，③「心理に関する支援を要す

る者の関係者に対し，その相談に応じ，助言，指導，

その他の援助を行うこと」，④「心の健康に関する

知識の普及を図るための教育及び情報の提供を行う

こと」の大きく 4つが掲げられている。また，その
養成にあたって大学院においては 450時間以上の心
理実践実習が義務付けられており，さらに担当ケー

スに関しては 270時間以上と定められている。野島
（2006）は「認知的学習」「体験的学習」「臨床経験」「臨
床経験の検討」の 4種類の学習形態の重要性を述べ
ている。より質の高い心理専門職を輩出していくた

めには，実習においてこの 4つの学びができるよう
な工夫が必要になると考えられる。

学内実習に関して，多くの大学院が，大学院生（以

下，院生）に対して相談受付業務，インテーク面

接・継続面接への陪席，継続面接の担当，カンファ

レンスへの出席等を実習として実施し，その詳細に

ついては，各大学で個々の特色があると推察され

る。その実際について先行研究においては，相談受

付実習についてまとめたもの（古田・香月，2016），
インテーク面接の指導に関するもの（川住，2015），

院生の学習プロセスについてまとめたもの（割澤，

2016），修了生を対象とした調査研究（永野，
2007；吉岡，2013），「曜日チーム」での実習の工夫
（石田ら，2013）等が挙げられる。しかし，いずれ
も院生の視点でまとめられたものがほとんどで，そ

の学びの場で実際に院生に関わることの多い臨床心

理士としての専任職員の視点でまとめられたもの

は，川住（2015）の他には見当たらなかった。近藤
（2009）は，相談室における臨床心理士としての専
任職員の役割について概要をまとめているが，実習

への関与の仕方については詳細に書かれていない。

そこで本稿では，院生の学内実習にその専任職員が

どのように関わり，工夫しているかについて筆者の

実践をまとめ，報告することとする。

福岡大学臨床心理センター（以下，当センター）

においては，臨床心理士としての専任職員の名称は

「インテーク・ワーカー」と規定されているため，

以下，本稿においては職名を指すときにはインテー

ク・ワーカーと表記する。また，インテーク面接を

行う担当者については，インテーク・ワーカー以外

の相談員が担当することもあるため，「インテー

カー」と表記することとする。当センターでは，イ

ンテーク・ワーカーが常駐しており，インテーク面

接を受け持つこと以外にも，継続面接の担当，学外

機関との連携，学内組織との連絡・調整，内部関係

機関との連携，電話対応，大学院生のサポート，院

生が書いた検査所見の添削，院生が行った心理検査
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の結果をフィードバックする面接への同席，その他

必要書類作成，予算や物品管理等の事務も行う。当

センターは，臨床心理士を目指す院生の実習機関と

しても位置付けられているため，インテーク面接以

外に電話受付実習や継続面接についても院生が関与

することが多く，常駐していると必然的に院生の困

り事について相談を受けることが多い。学内実習に

関しては，インテーク・ワーカーがより密に院生に

関わるのはインテーク面接である。そのため，本稿

においては当センターのインテーク面接に焦点を当

て，その位置づけと，実習の概要や特徴を記述する。

その上で，より充実した院生の学びとなるように，

インテーク・ワーカーとしてどのように工夫してい

るかについて記述し，課題も含め考察することとす

る。

Ⅱ　当センターにおけるインテーク面接
１．業務手順
業務手順の概要は表 1の通りである。当センター

では毎週月曜日から土曜日の間，電話とWEBによ
る相談受付業務を行っている。新規相談の申し込み

があったものを，毎週水曜日のカンファレンス（以

下，水曜カンファレンス）で検討する。水曜カン

ファレンスでは，新規相談受付の報告とインテーク

面接担当者の決定，インテーク面接の検討，継続面

接担当者の決定を主に行っている。継続面接の事例

検討については，別のカンファレンスで行う。新規

相談受付については，インテーカー及び陪席者の決

定，インテーク面接での大まかな方向性や見通しを

確認する。水曜カンファレンスで検討した結果，よ

り適切な支援機関を紹介することもあるが，基本的

には一度インテーク面接を行うことの方が多い。イ

ンテーカーと陪席者が決まれば，水曜カンファレン

ス終了後に，来談日時について，陪席者からクライ

エントに電話連絡する。

インテーク面接当日，インテーカーと陪席者は

ケース開始の 30分前までには当センターに到着し，
事前ミーティングを行っている。事前ミーティング

では，電話受付票から考えられる見立ての可能性，

予測される疾患等の知識の有無，入室時の着席位置

や面接中の陪席者の振る舞い方，利用料金（当セン

ターでは券売機で指定の証紙を購入してもらう）の

やりとりの仕方等について共有しておく。

面接開始までは当センターの事務室で待機し，ク

ライエントが窓口に来るのを待つ。クライエントが

来談したら，陪席者が出迎え，待合室まで案内する。

その際，相談申込書を渡し，記入してしばらく待つ

よう伝える。

インテーク面接は，概ね 1時間から 1時間半かけ
て行う。面接終了後は，インテーカーと陪席者で事

後ミーティングを行う。事後ミーティングでのやり

とりを踏まえ，陪席者は次の水曜カンファレンスで

報告する「インテークシート」を作成する。インテー

カーはその添削を行う。水曜カンファレンスでは，

インテークシートに基づき，面接の概要を陪席者が

報告し，インテーカーは補足と見立てを報告する。

報告と検討の結果，①継続面接，②他機関へのリ

ファー，③インテークのみで終了，のいずれかを決

定し，その旨をクライエントに電話連絡したところ

でインテーク面接に係る業務は完了となる。

２．�当センターの組織としての性格とインテーク面
接の位置づけ
インテーク面接とは，受理面接とも呼ばれてい

る。インテーク面接は，「①当機関で引き受けるこ

とのできるケースなのかどうか（他の相談・治療機

関に紹介すべきケースなのかどうか），②もしも当

機関で引き受けるなら誰が担当できるのか，といっ

たことを見極めるためのもの」である（鑪・名島，

2010）。
当センターのインテーク面接の位置づけとして

は，上記 2点を踏まえた上でクライエントの福祉に

表 1　インテーク面接にかかる業務手順

手順 内容

1 新規相談受付

2 水曜カンファレンスで報告・検討（インテーカー・陪席者・日時・方針の決定）

3 インテーク面接の実施

4 インテークシートの作成

5 水曜カンファレンスで報告・検討（見立て・方針・継続担当者・陪席者の決定）

6 クライエントに連絡（継続・他機関へのリファー・インテークのみのいずれか）
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資することを目的とした相談機関であると同時に，

教育研究機関（院生の実習の場）としても位置づけ

られている（表 2）。そのため，医療機関や学校臨床
の現場では通常 1対 1で行われることの多いイン
テーク面接が，当センターでは基本的にクライエン

ト一人に対してインテーカーと陪席者の 2人で面接
が行われる。この点をクライエントによく理解して

もらわなければならない。また，インテーク面接と

水曜カンファレンスでの検討の結果，継続面接が決

定した場合，基本的には継続面接は院生が担当して

いくこととなる。そのため，インテーカーは面接を

行いながら，その相談が院生でも担当できる水準か

どうか検討する必要がある。村瀬（2016）は，的確
なアセスメント力，自分が引き受けることの妥当性

の可否に関して適切に時を逃さず判断し，然るべき

指示や連携を求めること，抱え込まない姿勢は必須

と指摘しており，当センターで抱えられるケースか

否かの判断はとても重要である。

また，当センターのシステムとして，院生の在学

年数が概ね 2年間であることを考慮し，相談期間は
原則 1年から 2年まで，となっているため，1年か
ら 2年で終結できる水準の相談か否かのアセスメン
トと，引き受ける場合，主訴と方針をどのように見

定めて進めていくと良いかという事もインテーク面

接の段階で判断できる力が求められる。

院生が担当できるケースかどうかの判断に合わ

せ，緊急度の把握も重要である。自殺念慮の有無や

家庭内暴力による自傷他害の恐れ等，命の危険にど

れほど晒されているかを見極めなければならない。

話を聴く中で，緊急度が高いと判断された場合に

は，継続面接の前に医療機関を受診することや，緊

急で命の危険に晒されそうなことが予測される場合

には警察へ通報すること等をクライエントに伝え

る。場合によっては，直近の水曜カンファレンスま

で待たずにセンター長や臨床指導員に指示を仰ぐか

否かの判断も重要である。

３．インテーク業務における工夫点
ここでは，表 1に記載した各手順のうち，（1）手

順 1（新規相談受付），（2）手順 3（インテーク面接
の実施），（3）手順 4（インテークシートの作成）に
ついて，筆者がインテーク・ワーカーとしてどのよ

うに工夫しているかについて記述することとする。

（１）新規相談受付
院生が学内実習で一番始めに行うのが手順 1の新

規相談受付である。修士課程一年生の学生にとって

は，大学院生活に慣れていくことと実習が並行して

始まるため，特に緊張と不安を伴いやすい。「初歩

的なことを尋ねてもいいのだろうか」「先生には聞

けないけれど，これが気になる」「自分の電話応対

の仕方はこれで大丈夫だっただろうか」等といった

素朴な疑問を抱き，慣れない環境下で何を誰にどの

ように聞いてよいのか分からない中で過ごすことが

多いと考えられる。そのため，この新規相談受付実

習においては，院生が慣れない前期の間は特に，電

話受付デスクの傍で業務を行い，院生が困った時に

いつでも対応できるように配慮している。また，今

後院生が電話受付業務だけでなく面接の陪席や継続

面接の担当者になっていくことも考慮し，院生の不

安軽減のためにも対話の時間をできるだけ確保する

ように心がけている。対話の中では，電話受付対応

直後の振り返りや手順 2の報告に向けて，ポイント
の整理を行う。加えて，大学院 2年間における実習
の見通しや，修士論文に関する不安や疑問，院生同

士の対人関係の困り事等，大学院生活全般について

相談に応じる。対話を通して，院生にとって当セン

ターが安心して過ごせる場として形成され，それに

よって安心して今後のケースに臨み，困ったらいつ

でも頼って良いという感覚を醸成できると考えられ

る。倉西（2010）も「その場所とTh.自身とがフィッ
トし，『棲み家』として繋がることで自分自身の主

体を発揮することができる」と述べており，筆者の

表 2　当センターにおけるインテーク面接の位置づけと留意事項

位置づけ ・クライエントの福祉に資すること目的とした相談機関

・院生の実習の場としての教育研究機関

留意事項 ・当機関で引き受けることのできるケースか否かの判断。

・もしも当機関で引き受けるなら誰が担当できるのか，といったことを見極める。

・担当者と陪席者 2人で対応することの説明，同意を得る。
・院生が担当できるレベルのケースか否かの判断。

・緊急度の判断（希死念慮や自傷他害，命の危険の恐れ等）。
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こうした取り組みは重要な工夫点の一つと考えられ

る。こうした対話は，手順 1以外のタイミングでも
適宜行うようにしている。院生が受け持つケースの

面接開始前や検査開始前，修士論文の調査前等に院

生から相談を受けて話を聞くこともあるが，手順 1
のところでやりとりしておくことで，インテーク・

ワーカーとの関係性が構築され，アポイントの取り

やすさや声の掛けやすさに繋がると推察される。そ

のため，特にこの手順 1の場面での対話を大切にし
ている。

（２）インテーク面接
ａ．事前ミーティング
初めてクライエントに出会う院生においては，ク

ライエントとの出会い方を知識として知っていて

も，いざ，クライエントを目の前にすると，どのよ

うに出会っていったら良いか，イメージしづらいこ

とが多い。そのため，筆者がインテーカーを務める

インテーク面接においては，事前ミーティングで以

下の工夫を行っている（表 3）。一つは，ケースにつ
いて気になる事や疑問，陪席をする上で不安な点等

を聞き，できるだけ院生が安心できる状態でイン

テーク面接に取り組めるようにしている。また，陪

席者がただ一緒に面接室に入って面接の雰囲気を体

験するだけでなく，少しずつ体験的学習の質を高め

られるように，陪席の経験数によって目的を分けて

伝えるようにしている。

1回目の陪席では，高い緊張を伴いやすく，面接
のための準備から面接中の流れ，面接後のカルテ作

成に至るまで，イメージがもてないままで行わなけ

ればならないことがほとんどである。そのため，1
回目についてはインテーク面接全体の流れを体感

し，イメージできるようになることを目的として陪

席に入るように伝えている。2回目の陪席では，1
回目の陪席で全体の流れは把握できていると考えら

れるため，インテーク面接の目的が「クライエント

が抱えている悩みや問題の様態を知り，有効な援助

を行っていくための見立てと方針を立てること」（田

口，2010）であると伝えた上で，自分の中での見立
てを意識しながら陪席するように伝えている。主体

的にインテーク面接の進め方をイメージしてもらう

ためである。3回目以降の陪席については，インテー
クシート（カンファレンスでの報告書）をまとめる

際に院生自身が感じたケースについての所見を文章

にするように伝えている。こうして自分の感じたこ

とや見立てを言葉に残していく作業をすることで，

臨床現場に出た時に的確なポイントを他職種に伝え

ていく力や言語化する力が少しでも身に着けられる

のではないか，と考えられる。川住（2015）は，「［文
章として記載する内容］と［口頭で伝える内容］を

精査し，峻別することがうまくできるようになれ

ば，面接について分かりやすく伝えられるようにな

る」と指摘している。そのための第一段階として，

この見立ての文章化は必要なポイントの一つであ

る。ここでは，分かりやすく陪席の回数に分けて上

記の工夫を記載したが，実際には各院生の専門的な

知識量やキャパシティ，特性にあわせ，回数にこだ

わらず上記のステップを踏むようにしている。各院

生にあわせた工夫を行うためにも，相談受付実習時

の院生との対話は重要である。

ｂ．インテーク面接の陪席
事前ミーティングが終わり，クライエントが来談

したら，陪席者が入口まで出迎え，待合室まで案内

し，相談記録用紙の記入を依頼する。陪席者が事務

室に戻ったら，ファーストコンタクトでのクライエ

ントの印象を聞く。初めて会った時の印象というの

は，のちの臨床像の理解にも役立つと考えられる。

また，陪席者の言語化の練習にもなると思われ，筆

者はこのような形をとるように工夫している。面接

においては，心理専門職の一モデルとして，クライ

エントとの出会い方の学びとなるように，下記のよ

うに進めている。

面接開始時間がきたら待合室を開け，第一声とし

て＜こんにちは。本日お話をお伺いさせていただき

ます。臨床心理士の誰それと申します。よろしくお

表 3　事前ミーティングにおける工夫点

工夫点

・ケースについて気になる事や疑問，陪席をする上で不安な点を聞く。

・陪席の目的をその都度分けて伝える。

　①インテーク面接全体の流れを体感し，イメージする。

　②自分の中での見立てを意識しながら面接に入ること。

　③インテークシートに陪席者の見立てを書くこと。



―  84  ― ―  85  ―

願いします＞と名札を見せ，挨拶と自己紹介を行

う。その後で，＜今日はお勉強のために，学生も一

緒に同席してお話しをお伺いさせていただきますね＞

と伝え，了承を得た上で，学生にも自己紹介をして

もらう。入室後は，陪席者の座る位置について＜お

話しいただくのに気にならないところに学生は座ら

せていただきたいと思いますが，場所の指定はあり

ますか＞と尋ねる。概ね「どちらでも」と答えるク

ライエントが多いが，対人緊張の高いクライエント

の場合は，視界に入りにくいインテーカーの後ろを

指定することが多い。

面接の中では，基本事項（主訴・来談動機・生育

歴・家族歴・現在の状況・生活状況・社会資源の有

無・性格傾向）等について聞いていき，「この人は

どんな人で，どのように理解したらいいのか」（鑪・

名島，2010）イメージしながら，見立てを立てつつ
聞いていく。

ｃ．事後ミーティング
事後ミーティングでは，まず陪席者の感想を聞く

ようにしている。何でも構わないので，感じたこと

をそのまま話すことも言語化の練習だと考えられる

からである。それとあわせて，筆者の見立てとその

プロセス，どうしてあの時そういう質問をしたのか

等について陪席者と共有するようにしている。ミー

ティングの中で，クライエントに対する違和感を述

べた院生に対して，その「違和感を覚えられたこと」

はとても大切な感覚であることや病理性としてどう

いうことが考えらえるかのヒントを伝える等，陪席

者の学びとなるような次に生かせるフィードバック

を心がけている。また，ケースの見立てのすり合わ

せを行い，次のカンファレンスで報告する内容につ

いての共有も行うようにしている。また，面接中の

陪席者の振る舞いについて，大きな相槌を打つ，溜

息を吐く，記録している際に出るペンの音等，陪席

者の存在がクライエントとインテーカーとの関係に

影響しそうな場合や，クライエントの語りのペース

に影響を与えそうな場合には，この事後ミーティン

グにおいて伝えるようにしている。

（３）インテークシートの作成
インテーク面接終了後，直近の水曜カンファレン

スに間に合うように陪席者はインテークシートを作

成する。その作成の過程で陪席者の中で生じた疑問

や気がかりなどがあれば，それについても随時質問

や相談を受け付けている。また，見立てまで書くよ

うに伝えた院生に対しては，「インテーク面接を通

して立てられる見立ては，あくまで最初の作業仮説

であり，その後継続して面接が行われていく中で再

構が繰り返されるもの」（田口，2010）であること
を伝え，正しい正しくないは置いておいて，全体を

通して読んだ時に院生自身の見立てに繋がるポイン

トがしっかり記述されているかどうか，見立ての書

き方を伝えた上で，院生自身の見立てを書くように

伝えている。また，水曜カンファレンスにおける助

言やコメントと陪席者の書いた見立て，筆者が述べ

た見立てをすり合わせるように伝えている。

３．インテーク面接における課題
院生の体験的学習の質を高めるために，前述の工

夫を行っているが，それでも不足な点があると考え

られる。ここでは業務全体を通した課題についてそ

れぞれ述べていく。

（１）新規相談受付
当センターでは 4月のオリエンテーションの際に

電話受付業務の概要やポイント，ロールプレイの台

本等の関係資料が配布される。丁寧なオリエンテー

ションとそうしたマニュアルがあることで，不安の

高い院生は特に安心して業務に携われるというメ

リットがある。一方で，以下のようなエピソードも

生じた。マニュアルが丁寧に整備されたことで「マ

ニュアル通りにやらなければいけない」という思い

が強まると同時に，「マニュアルに書いてないから

どうして良いか迷った。“こういう時にはこう答え

る”というフローチャートのようなものもマニュア

ルに載せてほしい」という意見が挙がったことがあ

る。臨床現場では人と人との繋がりにおいて，臨機

応変な発想と対応が求められる中で，こうしたマ

ニュアル化された対応しかできなくなる人材が育成

されることへの懸念を感じさせられるエピソードで

あった。組織として対応を一貫させるための整備

と，心理臨床家として院生各自の感性を育んでいく

こととのバランスを検討する必要がある。

（２）水曜カンファレンスにおける報告・検討
当センターにおいては年々相談件数が増加の傾向

にあり，それに伴い水曜カンファレンスで検討すべ

き事項も増加傾向にある。1ケースに割ける時間も
限られているため，報告する際に端的に説明できる

力が求められるが，インテーク面接の報告について

は特に冗長になりやすい。院生が端的な報告をでき

るようになるために，実習上の工夫が今後必要に

なっていくと考えられる。
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当センターでは，大学院生が継続面接を行う場

合，ケースごとに指導を受ける学内の教員や臨床指

導員（内部スーパーバイザー）を決定することと

なっている。この内部スーパーバイザーの決定はカ

ンファレンスの時点ではなく，カンファレンス後に

院生が各自で教員等に依頼して行っている。医療機

関に通院中で服薬していたり，主訴がDVや暴力，
子どもの非行傾向等，複雑化したケースの相談も

年々増加しており，実習としてより丁寧なスーパー

ヴィジョンが必要になっていくと考えられる。クラ

イエントの福祉に資することができるように，院生

とスーパーバイザーとの繋ぎが重要と考えられ，カ

ンファレンスにおいて，担当者・陪席者の決定とあ

わせて，スーパーバイザーの決定も同時に行える

と，院生も安心してケースに臨むことができるので

はないかと考えられる。

（３）インテークシート作成
シート作成にあたって，見立てに繋がる必要事項

を記載することや，文章作成の際の細かい書式等に

ついて，その都度院生には伝えているが，どのよう

にして習得させるかは現在のところの課題である。

川住（2015）も「最初から最後の文章までが筋の通っ
た一貫した文章になっていること，読み手が作り手

の伝えたいことが分かるように論理的に構成された

文章になっていること」，「記載されている情報が繋

がっていき，次第にClの臨床像ができあがり，『だ
からこのような見立てと対応になっているんだな』

と腑に落ちるような資料にすること」の重要性を述

べている。院生が，臨床現場に出て活躍できる心理

臨床家になっていくためにも，こうした資料作成の

基本について，院生の間に身に着けられるような指

導の工夫が今後求められていくと考えられる。

（４）教員との連携
インテーク・ワーカーの業務として「インテーク

活動及びセンター事務に従事する」こと，すなわち，

当センターの全体のマネジメントが仕事として求め

られており，その業務の中で，前述のような工夫点

や課題を見出してきた。今後は，上記を踏まえ，教

員とより密に連携をとりながら，課題点の検討と対

策，工夫点の改良を行っていく必要があると考えら

れる。

Ⅲ　おわりに
以上，学内実習におけるインテーク業務の概要と

それに対するインテーク・ワーカーとしての工夫と

課題について述べた。

工夫点に関しては，日々の臨床実践を通じて少し

ずつ形にしてきたものである。これは主に院生との

やりとりを通して，筆者の臨床実践に対する考え方

や捉え方を言葉にすることで，新たに発見したり見

直したりできる部分が多くあった。院生と共に育ち

あえる環境だからこそ生み出された工夫点であり，

常駐しているからこそできる醍醐味とも考えられ

る。

課題については，院生自身の力をどのように引き

出すかという学習方法の検討と，組織としてシステ

ム上の変更が必要な部分が多分にあり，インテー

ク・ワーカーの工夫だけでは解決が困難なものが多

い。課題（4）で挙げている通り，教員とのより密
な連携を図りながら，院生の心理臨床家としての養

成に寄与できるよう，インテーク・ワーカーとして

の役割を検討していかなければならない。

本稿においては，当センターにおけるインテー

ク・ワーカーとしての工夫について一例として挙げ

るにとどまった。今後は，当センターに限らず，心

理臨床家を養成する各大学院に所属するインテー

ク・ワーカーがどのように実習の場を工夫している

かの調査研究も必要になっていくと考えられる。

付記
今回，臨床実践報告として執筆の機会を与えてく

ださった臨床指導員の先生方に，この場をお借りし

て深く感謝申し上げます。
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